
（　1　）

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
助
手
と
し
て
3
年
間
働
か
せ

て
い
た
だ
い
た
後
、
1
9
9
6
年
に

秋
田
大
学
泌
尿
器
科
へ
助
教
授
と
し

て
赴
任
し
、
そ
こ
で
も
泌
尿
器
科
腫

瘍
の
分
子
研
究
の
立
ち
上
げ
と
内
視

鏡
手
術
の
導
入
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。
縁
あ
っ
て
、
1
9
9
8
年
に
再

び
京
都
大
学
に
泌
尿
器
科
学
教
授
と

し
て
帰
学
し
ま
し
た
が
、
当
時
も
分

子
研
究
、
内
視
鏡
手
術
と
も
に
ま
だ

黎
明
期
を
脱
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
授
就
任
当
初
、
私
自
身
は
40
歳
と

若
く
、
外
科
医
と
し
て
の
経
験
も
充

分
と
は
い
え
な
か
っ
た
た
め
、
技
術

的
に
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
内
視
鏡

手
術
を
含
む
泌
尿
器
科
診
療
を
指
導

で
き
る
か
不
安
で
一
杯
で
し
た
。
そ

こ
で
、
自
分
自
身
を
高
め
る
意
味
に

お
い
て
も
、
診
療
に
お
け
る
教
室
の

方
針
を
「
泌
尿
器
科
外
科
手
技
の

標
準
化
と
教
育
体
制
の
確
立
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
1
年

に
は
当
時
の
中
村
孝
志
病
院
長
に
お

願
い
し
て
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
）
の
導
入
も
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
に
お
こ
っ
た
東

日
本
大
震
災
の
影
響
も
若
干
受
け
ま

し
た
が
、
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
が

出
来
た
の
も
「
標
準
化
と
教
育
体
制

の
確
立
」
と
い
う
診
療
科
を
挙
げ
た

経
験
が
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
20
年
間

で
京
大
泌
尿
器
科
、
お
よ
び
関
連
施

設
の
泌
尿
器
科
診
療
の
平
均
的
な
実

力
は
著
し
く
向
上
し
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

研
究
で
の
目
標
は
、
若
手
を
で
き

る
だ
け
大
学
院
生
と
し
て
帰
学
さ
せ
、

ま
た
留
学
を
経
験
さ
せ
て
、
帰
学
後

に
科
内
の
研
究
室
で
の
指
導
が
出
来

る
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

在
任
中
に
約
60
名
が
博
士
号
を
取
得

し
、
そ
の
う
ち
25
名
が
海
外
留
学
を

経
験
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ほ
ぼ

全
て
の
が
ん
の
基
礎
的
実
験
が
科
内

の
研
究
室
で
出
来
る
体
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。

京
都
大
学
に
は
22
年
間
お
世
話
に

な
り
、
４
月
か
ら
は
大
津
赤
十
字
病

院
に
新
米
院
長
と
し
て
着
任
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
泌
尿
器
腫
瘍
学
と

内
視
鏡
手
術
の
発
展
の
立
会
人
と
し

て
の
経
験
を
活
か
し
、
日
本
赤
十
字

社
の
「
人
道
と
博
愛
」
の
基
本
理
念

の
元
、
地
域
医
療
の
発
展
に
尽
力
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
１
９
８
２
年
に
京
都
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
、
当
時
、
吉
田 

修

先
生
が
主
催
さ
れ
て
い
た
泌
尿
器

科
学
教
室
に
入
局
し
ま
し
た
。
1
年

間
の
大
学
病
院
と
６
年
間
の
北
野
病

院
で
の
泌
尿
器
科
診
療
の
研
修
の
後
、

１
９
８
９
年
に
大
学
院
に
入
学
し
て

い
ま
す
。
大
学
院
で
は
第
二
病
理
学

教
室
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
は
神
戸
大
学
か
ら
白
血
病
の
分
子

研
究
を
さ
れ
て
い
た
杉
山
武
敏
教
授

が
着
任
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
第
二
病

理
学
教
室
で
分
子
研
究
の
出
来
る
実

験
室
の
立
ち
上
げ
を
し
な
が
ら
、
泌

尿
器
科
腫
瘍
の
研
究
を
開
始
し
ま

し
た
。
２
年
半
の
病
理
学
教
室
で

の
研
究
の
後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
タ
ゴ
大
学
分
子
腫
瘍
研
究

室
（Anthony Reeve

教
授
）
に
留

学
、
１
９
９
３
年
に
京
大
泌
尿
器
科

に
助
手
と
し
て
帰
学
し
ま
し
た
。
そ

の
当
時
は
、
ま
だ
泌
尿
器
科
内
の
実

験
室
で
は
充
分
な
分
子
研
究
が
出
来

る
体
制
が
無
く
、
ま
た
内
視
鏡
手
術

も
寺
地
敏
郎
先
生
（
当
時
講
師
、
前 

東
海
大
学
泌
尿
器
科
教
授
）
に
よ
っ

て
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
時
で
し
た
。

要
す
る
に
京
大
泌
尿
器
科
に
お
い
て

は
、
泌
尿
器
科
腫
瘍
の
分
子
研
究
、

内
視
鏡
手
術
と
も
に
黎
明
期
と
い
え

る
時
代
で
し
た
。
こ
の
黎
明
期
に
は
、

泌
尿
器
科
の
大
学
院
生
が
基
礎
の
研

究
室
に
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
筧 

善
行
先
生
（
元 

香
川

大
学
泌
尿
器
科
教
授
、
香
川
大
学
学

長
）
は
生
化
学
教
室
、
羽
渕
友
則
先

生
（
秋
田
大
学
泌
尿
器
科
教
授
）
は

私
と
同
じ
第
二
病
理
学
教
室
、
賀
本

敏
行
先
生（
宮
崎
大
学
泌
尿
器
科
教

授
）、
木
下
秀
文
先
生
（
関
西
医
科
大

学
腎
泌
尿
器
外
科
教
授
）と
神
波
大

己
先
生（
熊
本
大
学
泌
尿
器
科
教
授
）

は
第
一
病
理
学
教
室
、西
山
博
之
先

生（
筑
波
大
学
腎
泌
尿
器
外
科
教
授
）

は
分
子
病
診
療
学
教
室
で
研
究
さ
れ
、

現
在
は
日
本
の
泌
尿
器
科
リ
ー
ダ
ー

の
各
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

再
任
に
つ
い
て
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

議
案（
5
）
に
つ
い
て
は
、
医
学

部
学
生
の
海
外
等
研
修
助
成
に
つ

い
て
、
C
O
V
I
D
│
19
に
よ
り
マ

イ
コ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
海
外
で
行

う
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
国
内
の
大

学
・
研
究
機
関
で
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
の
よ
う
に
教
員
・
学
生
の

半
数
以
上
が
外
国
人
で
、
英
語
に
よ

り
教
育
研
究
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

財
源
的
に
可
能
な
場
合
は
海
外
等
研

修
助
成
の
対
象
に
含
め
る
旨
の
説
明

が
あ
り
、
審
議
の
後
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

議
案
の
審
議
終
了
後
、
2
件
の
報

告
が
あ
り
、
1
件
目
は
、
京
都
大
学

医
学
部
教
育
研
究
支
援
基
金
の
募
集

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
、
2
件
目
は
、

京
大
病
院
の
入
院
患
者
家
族
の
芝
蘭

会
館
別
館
の
客
室
利
用
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
了
承

さ
れ
た
。

令
和
3
年
6
月
19
日（
土
）、
令
和

3
年
度
芝
蘭
会
総
会
・
評
議
員
会
・

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

C
O
V
I
D
│
19
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン（
Z
O
O
M
）

に
よ
る
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
役

員
、
評
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
代
議

員
の
先
生
方
を
含
む
総
勢
56
名
の
参

加
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
湊 

長
博
京
都
大

学
総
長（
芝
蘭
会
理
事
）
か
ら
京
大

創
立
1
2
5
周
年
記
念
事
業
の
趣

旨
・
概
要
に
つ
い
て
、
国
際
競
争
力

強
化
・
研
究
力
強
化
・
社
会
連
携
推

進
を
柱
に
、
次
世
代
を
担
う
優
れ
た

人
材
の
育
成
を
中
心
に
据
え
て
い
る

旨
、
説
明
が
行
わ
れ
、
特
に
学
生
、

研
究
者
の
教
育
研
究
環
境
の
施
設
充

実
に
つ
い
て
取
り
組
む
意
欲
が
示
さ

れ
、
今
後
と
も
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

支
援
と
募
金
へ
の
協
力
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。

湊
総
長
の
発
言
の
後
、
岩
井
一
宏

会
長
か
ら
芝
蘭
会
と
し
て
も
記
念
事

業
に
全
面
的
に
賛
同
し
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
異
議
な
く
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議
終
了

後
に
、
芝
蘭
会
会
員
並
び
に
賛
助
会

員（
1
0
8
病
院
）
へ
創
立
1
2
5

周
年
記
念
事
業
へ
の
支
援
と
募
金
協

力
の
依
頼
文
書
を
送
付
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

当
日
の
総
会
・
評
議
員
会
・
理
事

会
の
議
案
は
、

（
1
）
京
都
大
学
創
立
1
2
5
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

（
2
）
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

（
3
）
令
和
２
年
度
収
支
決
算
並
び

に
財
産
目
録
に
つ
い
て

（
4
）
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
選

任
に
つ
い
て

（
5
）
そ
の
他

の
5
件
で
、
議
案（
1
）
に
つ
い
て

は
、
上
記
の
と
お
り
。
議
案（
2
）、

議
案（
3
）
に
つ
い
て
は
、
教
育
助

成
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
、
学
術
講

演
会
等
開
催
事
業
、
産
学
連
携
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
の

上
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
議

案（
4
）に
つ
い
て
は
、
湊 

長
博
理

事
の
辞
任
に
伴
い
、
後
任
の
理
事
候

補
者
に
推
薦
さ
れ
た
髙
橋
良
輔
氏
に

つ
い
て
選
挙
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
信

任
多
数
で
同
人
が
理
事
に
選
任
さ

れ
た
。

ま
た
、
髙
折
晃
史
理
事
、
空
地

顕
一
理
事
が
本
総
会
の
終
結
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
改
選
す

る
必
要
が
あ
る
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
、

審
議
の
後
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、

選
任
さ
れ
た
。

監
事
に
つ
い
て
は
、
武
藤 

誠
監

事
が
本
総
会
の
終
結
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
同
人
を
再
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
選

任
さ
れ
た
。

評
議
員
に
つ
い
て
は
、
高
知
支
部

の
森 

惟
明
評
議
員
か
ら
大
西
三
朗

氏
に
評
議
員
を
交
代
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
、
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
端 

和
夫
氏
、
山
本
雄
造
氏
、

原 

寛
美
氏
、
島
本
光
臣
氏
、
余
語

郁
夫
氏
、
加
藤
静
允
氏
、
三
輪
聡
一

氏
、
松
村
忠
史
氏
、
松
山
榮
一
氏
、

中
川
正
久
氏
、
門
田
和
紀
氏
、
福
井 

清
氏
、
高
橋
晴
雄
氏
、
泰
江
弘
文
氏

泌
尿
器
腫
瘍
学
と

内
視
鏡
手
術
の

発
展
の
立
会
人
と
し
て

大
津
赤
十
字
病
院 

院
長

小
川 

修

退
任
あ
い
さ
つ

京
大
創
立
１
２
５
周
年

記
念
事
業
募
金

次
世
代
を
担
う

優
れ
た
人
材
育
成
の
た
め
に

京都大学総合博物館 2021年度企画展

医師になる！　
京都大学の医学教育

　京都大学医学部医学科では、1899 年の医科大
学 開設以来、新しい医学を追求、創成していく
医学者の視点と、臨床現場でよりよい診療治療を
目指す医療者の視点を兼ね備えた「医師」を育成
する役割を担ってきました。京都大学総合博物館
では学内で保管された資料を中心に本学の医学教
育の変遷を展示紹介する企画展を下記の日程で開
催いたします。
　観覧を希望される方はコロナ禍のさなかでもあ
り、博物館ホームページの予約サイトからお申し
込みいただき、事前予約いただくようお願い申し
上げます。

＊
会期　
令和3 年7月 21日（水）～10月10日（日）
9時30分～15時30分
休館日：月、火曜日、夏季休業日8月18日（水）
開館は3 部制になっており、
9時30分、11時 30分、13時 30分より
各2時間入場

会場　
京都大学総合博物館（京都市左京区吉田本町）

問い合わせ　
電話：075-753-3272　
E-mail：info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp

オンライン予約サイト  　
http://www.museum.kyoto-u.ac.jp/
reservation-top

観覧料　
一般 400円　
その他は予約サイトをご覧ください。

主催 ● 京都大学総合博物館、京都大学医学部医学科
共催 ● 目黒寄生虫館

湊 

長
博
総
長
が

芝
蘭
会
総
会・評
議
員
会・

理
事
会
に
出
席
し
、

募
金
協
力
を
呼
び
か
け

2021（令和3）年7月28日206号 芝　　蘭　　会　　報

第206号
発　行　所

一般社団法人 芝蘭会
京都大学医学部同窓会

〒606-8315
京都市左京区吉田近衛町
TEL 075-751-2713
FAX 075-752-4015

E-mail: info@shirankai.or.jp
http://www.shirankai.or.jp

主　な　内　容

② 

新
任
あ
い
さ
つ

③ 

校
友
会・Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
だ
よ
り

④ 

岩
井
一
宏 

医
学
研
究
科
教
授
が

　

 

日
本
学
士
院
賞
を
受
賞

　

 

令
和
3
年
度 

春
の
叙
勲

　

 

人
事
異
動・会
員
訃
報



（　2　）

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
、
医

学
部
附
属
病
院
先
端
医
療
研
究
開
発

機
構
医
療
開
発
部
部
長
・
教
授
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
芝
蘭
会
の

先
生
方
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
大
学
院
医
学
研
究
科
橋

渡
し
研
究
推
進
学
分
野
教
授
と
し
て
、

大
学
院
教
育
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
平
成
15
年
に
東
京
大
学
医

学
部
医
学
科
を
卒
業
後
、
東
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
自
治
医
科
大
学

附
属
病
院
で
の
各
１
年
間
の
内
科
研

修
を
経
て
、
東
大
病
院
血
液
・
腫
瘍

内
科
（
第
三
内
科
）
に
入
局
致
し
ま

し
た
。
血
液
内
科
を
進
路
と
し
て
決

断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
医
学
部
学

生
時
代
よ
り
、現 

京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
腫
瘍
生
物
学
講
座
の
小

川
誠
司
教
授
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
東
大
病
院
血
液
・
腫
瘍
内

科
で
臨
床
業
務
、
基
礎
研
究
に
従
事

し
、
学
位
取
得
後
、
自
ら
の
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
際
に
、
日
本
で

は
基
礎
研
究
の
実
用
化
を
専
門
と
す

る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
危

機
感
を
抱
き
、
平
成
23
年
に
自
ら
の

意
思
で
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機

構
（
P
M
D
A
）
に
転
職
し
ま
し
た
。

P
M
D
A
で
は
、
新
薬
審
査
第
五

部
で
抗
が
ん
剤
の
承
認
審
査
、
治
験

相
談
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
当
時

P
M
D
A
内
に
新
規
に
設
置
さ
れ
た

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
薬
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
在
籍
し
、
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
診
断
薬
の
薬
事
規
制
の
構
築
に
尽

力
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
に
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
に
異
動
し
、
小
澤

敬
也
教
授
の
下
で
白
血
病
に
対
す
る

C
A
R
│
T
療
法
、
神
経
難
病
に
対

す
る
遺
伝
子
治
療
の
開
発
に
従
事
後
、

平
成
30
年
か
ら
は
東
大
病
院
T
R
セ

ン
タ
ー
講
師
と
し
て
、
A
M
E
D
橋

渡
し
拠
点
と
し
て
の
東
大
拠
点
に
お

け
る
実
務
を
陣
頭
指
揮
す
る
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
抗
が
ん
剤
、
診

断
薬
、
再
生
医
療
に
関
す
る
薬
事
規

制
・
開
発
の
知
識
、
橋
渡
し
拠
点
運

営
の
経
験
を
活
か
し
て
京
都
大
学
で

の
業
務
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

私
が
部
長
と
し
て
着
任
し
た
医
療

開
発
部
は
、
皆
様
の
優
れ
た
基
礎
研

究
成
果
を
臨
床
試
験
の
段
階
に
至
る

ま
で
開
発
を
進
め
て
い
く
部
分
を
支

援
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
皆
様
に
信
頼
さ

れ
て
支
援
を
依
頼
い
た
だ
か
な
く
て

は
我
々
の
業
務
は
成
立
し
な
い
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
皆
様
か
ら
よ
り
一
層

信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て
支
援
を
依
頼

い
た
だ
け
る
よ
う
な
組
織
に
な
る
べ

く
、
着
任
後
努
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
専
門
性
を
高
め
、
優
秀
な
支
援

人
材
を
持
続
的
に
確
保
、
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
着
任
後
、
医

療
開
発
部
の
組
織
を
医
薬
品
・
再
生

医
療
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
と
医
療
機
器
・

体
外
診
断
薬
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
の
２
つ

に
再
編
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
醸

成
、
研
究
者
か
ら
の
支
援
依
頼
、
の

両
方
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
大
学
で

は
、
私
の
よ
う
な
若
手
・
中
堅
の
人

材
が
不
足
し
、
支
援
人
材
の
多
く
を

製
薬
企
業
出
身
の
シ
ニ
ア
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
展
望

を
描
け
ず
に
い
ま
す
。
医
療
開
発
部

を
、
大
学
院
教
育
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
優
秀
な
支
援
人
材
を
育
成
、
輩

出
し
、
日
本
の
橋
渡
し
研
究
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
中
心
と
な
る
場
と
で
き
る

よ
う
、
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発

信
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆
様
か
ら

も
医
療
開
発
部
へ
支
援
依
頼
の
ご
連

絡
を
お
寄
せ
頂
け
ま
す
と
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。

芝
蘭
会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
7
年
に
は
京
都
大
学
外
科
関

連
病
院
の
臨
床
研
究
グ
ル
ー
プ
を
組

織
化
し
、一
体
と
な
っ
て
エ
ビ
デ
ン
ス

を
創
出
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。現
在
は
ま
だ
大
学

主
導
で
動
い
て
は
い
ま
す
が
、
将
来

的
に
は
全
体
と
し
て
強
い
発
信
力
を

持
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
成
長
し
て
い
く

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、

体
系
的
に
臨
床
研
究
を
学
び
実
践
し

た
大
学
院
生
が
関
連
病
院
に
赴
任
し
、

後
輩
へ
の
指
導
を
通
し
て
若
手
外
科

医
の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
涵
養
す

る
こ
と
で
、京
都
大
学
外
科
関
連
施

設
か
ら
優
秀
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ー

ジ
ャ
ン
が
数
多
く
育
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
帰
学
し
て
大

学
院
で
リ
サ
ー
チ
を
学
び
、
さ
ら

に
成
長
し
て
指
導
者
と
な
っ
て
い
く
、

そ
う
い
っ
た
大
学
と
関
連
施
設
の
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
で
、
地
域
医
療
に
も
エ
ビ
デ

ン
ス
創
出
に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

1
8
9
9
年
か
ら
二
講
座
制
が

続
い
て
い
た
京
都
大
学
外
科
は
、

2
0
0
6
年
臓
器
別
に
再
編
さ
れ
、

消
化
管
外
科
学
が
誕
生
し
ま
し
た
。

先
代
の
坂
井
義
治
教
授
の
も
と
、
低

侵
襲
手
術
手
技
の
開
発
、
消
化
管
が

ん
の
基
礎
・
臨
床
研
究
の
推
進
、
外

科
微
細
解
剖
の
研
究
、
医
工
連
携
研

究
開
発
な
ど
数
々
の
テ
ー
マ
で
卓
越

し
た
成
果
が
生
み
出
さ
れ
、
多
く
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ー
ジ
ャ
ン
が
育

ち
ま
し
た
。今
後
は
A
I
や
大
規
模

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
研
究
も
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
私
は
2
代
目
と
し
て
、
京
大
外

科
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
発

展
、
そ
し
て
地
域
医
療
へ
の
貢
献
の

た
め
、
研
精
不
倦
の
精
神
で
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
芝
蘭
会
会
員

の
皆
様
、
ご
支
援
ご
指
導
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

先
端
医
療
研
究
開
発
機
構

医
療
開
発
部 

教
授

永
井 

純
正

新
任
あ
い
さ
つ

2
0
2
1
年
3
月
1
日
付
け
で
、

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部

の
教
授
・
薬
剤
部
長
に
就
任
し
ま
し

た
寺
田
智
祐
と
申
し
ま
す
。
芝
蘭
会

員
の
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
6
年（
1
9
9
4
年
）

に
京
都
大
学
薬
学
部
を
卒
業
後
、
京

都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
の
大
学

院
生
と
し
て
京
大
病
院
薬
剤
部
の
講

座
に
進
学
し
ま
し
た
。
学
位
取
得
後
、

平
成
12
年
に
薬
剤
部
の
助
手
と
し
て

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
生
の
時

に
は
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
に
関
す
る

基
礎
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
、
臨
床
薬
理
学
的
な

研
究
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

薬
剤
部
の
教
員
に
採
用
さ
れ
て
か

ら
は
、
抗
が
ん
剤
の
ミ
キ
シ
ン
グ
や

当
時
の
第
一
外
科
（
現 

消
化
管
外

科
）
の
病
棟
を
担
当
す
る
な
ど
、
が

ん
領
域
の
担
当
者
の
一
人
と
し
て
、

薬
剤
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
が
ん
専
門
薬
剤
師
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
期
と
も
重
な
り
、

全
国
か
ら
研
修
生
を
受
入
れ
、
各
診

療
科
の
先
生
に
が
ん
の
講
義
の
依
頼

を
し
、
そ
の
司
会
を
し
て
い
た
こ
と

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
平

成
20
年
に
、
副
薬
剤
部
長
に
配
置
換

え
と
な
り
、
薬
剤
部
全
体
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
積

貞
棟
の
薬
剤
部
門
の
設
計
や
運
用
の

構
築
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
2
月
に
、
滋
賀
医
科
大
学

医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部
に
異
動
し

た
た
め
、
残
念
な
が
ら
積
貞
棟
の

オ
ー
プ
ン
に
立
ち
会
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

異
動
先
の
滋
賀
医
大
で
は
、
院
内

に
お
け
る
薬
物
療
法
の
質
的
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
薬
剤

師
・
医
師
ら
と
の
連
携
強
化
に
も
注

力
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28

年
に
、
医
療
法
施
行
規
則
が
変
更
と

な
り
、医
薬
品
の
禁
忌・適
応
外
使
用

の
管
理・
運
用
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、正

解
の
な
い
課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
用

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
っ

た
こ
と
は
、
今
で
も
貴
重
な
財
産
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
滋
賀
医

大
在
籍
時
に
は
、
職
能
団
体
や
学
術

団
体
の
役
員
、
行
政
の
各
種
委
員
会

な
ど
も
担
当
し
、
組
織
運
用
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

滋
賀
医
大
を
経
て
、
11
年
ぶ
り
に

京
大
病
院
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
積

貞
棟
以
降
も
、
病
棟
な
ど
が
続
々
と

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
お
り
、
若

干
、
浦
島
太
郎
の
よ
う
な
気
分
で
す

が
、
日
本
屈
指
の
舞
台
で
仕
事
を
で

き
る
こ
と
に
対
し
て
、
高
揚
感
と
責

任
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
薬
剤
部
は

横
断
的
な
部
門
で
あ
り
、
ど
う
し
て

も
医
薬
品
管
理
や
医
薬
品
の
安
全
対

策
な
ど
、
管
理
的
な
印
象
が
前
面
に

出
て
し
ま
い
ま
す
が
、
現
代
医
療
や

診
療
科
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
多
職
種
と
の
「
協
働
」
と

い
う
芽
を
育
み
な
が
ら
、
京
大
病
院

に
お
け
る
薬
物
療
法
の
適
正
化
・
個

別
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
芝
蘭
会
員
の
皆
様
に
は
、

大
所
高
所
の
観
点
か
ら
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

薬
剤
部 

教
授

寺
田 

智
祐

薬
物
療
法
の

適
正
化・個
別
化
を
目
指
し
て

協
働
の
芽
を
育
み
な
が
ら

2
0
2
1
年
3
月
1
日
付
で
消
化

管
外
科
学
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
小
濵
和
貴
で
す
。
芝
蘭
会
会
員
の

皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
1
9
9
5
年
に
京
都
大
学
医

学
部
を
卒
業
、
北
野
病
院
な
ど
で
外

科
医
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
ま
し
た
。
2
0
0
2
年
か
ら
は
東

京
大
学
医
科
学
研
究
所
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

解
析
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
、
消
化
器

が
ん
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
ワ
イ
ド
な
遺

伝
子
発
現
解
析
・
機
能
解
析
を
行
っ

て
腫
瘍
学
の
研
究
に
没
頭
い
た
し
ま

し
た
。
2
0
0
6
年
に
ふ
た
た
び
臨

床
に
戻
っ
た
後
、
2
0
1
0
年
に
は

韓
国
ソ
ウ
ル
の
ヨ
ン
セ
イ
大
学
外
科

へ
臨
床
留
学
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
当
時
ほ
と
ん
ど
日
本
で
は
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
胃
が

ん
手
術
に
出
会
い
、「
今
後
の
外
科

手
術
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
主
流
に
な
る
」

と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

帰
国
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
安

全
確
実
な
手
術
手
技
を
定
型
化
し
て

確
立
し
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病

院
を
は
じ
め
国
内
の
約
40
病
院
の
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
胃
が
ん
手
術
の
立
ち
上

げ
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
安
全
な
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
普
及
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
で

精
確
な
手
術
技
術
は
直
接
患
者
さ
ん

の
予
後
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
京

大
外
科
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
技

術
力
の
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

さ
て
、消
化
管
外
科
領
域
の
臨
床

研
究
に
お
い
て
、ア
ジ
ア・
欧
米
の

ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
伍

し
て
い
く
た
め
に
は
、大
学
だ
け
で

は
な
く
関
連
病
院
と
も
一
致
協
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

消
化
管
外
科
学 

教
授

小
濵 

和
貴

確
か
な
技
術
と

強
い
発
信
力
を
持
つ

外
科
を
め
ざ
し
て

研
究
者
に
信
頼
さ
れ
る

支
援
業
務
を
提
供
し
、

優
れ
た
支
援
人
材
を

輩
出
す
る
場
を
目
指
す

　最近、芝蘭会員の方々へ芝蘭会員または京大医学部事務職員の
名前をかたって、個人情報（住所、電話番号等）を聞き出そうと
する不審な問い合わせの電話があるということを会員の方からご
連絡をいただいております。芝蘭会とは全く関係がございません

ので、くれぐれもご注意くださいますようお願いいたします。
　なお、芝蘭会では会員の方から住所変更等のご連絡がない限り、
事務局からはお問い合せはいたしておりません。ご不審なことが
ありましたら、芝蘭会事務局までご連絡ください。

ご注意

芝蘭会事務局　TEL ● 075-751-2713　　FAX● 075-752-4015
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く
べ
き
使
命
が
あ
り
ま
す
が
、
国
内

外
の
医
学
部
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ

改
善
し
て
い
く
課
題
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
令
和
2
年
度
か
ら
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
研
究

者
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
創
り
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、Ｋ
Ｍ
Ｓ
│
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

の
英
文
正
式
名
称
にresearcher

が

入
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
日
仏
共
同
研
究
」、「
上
気
道
手

術
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
対
策
」、「“New norm

al”

に
お
け
る
病
状
説
明
の
在
り
方
の
模

索
」、「
Ｃ
Ａ
Ｒ
│
Ｔ
細
胞
療
法
に
お

け
る
ア
フ
ェ
レ
ー
シ
ス
効
率
の
予
測

と
最
適
化
」
の
4
件
に
総
額
1
千
万

円
を
超
え
る
研
究
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
の

御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
社
会
や
医
療
の
脆

弱
性
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
激
変
の
時
代
に
お
き
ま

し
て
も
、
京
都
大
学
医
学
部
は
、
医

学
や
医
療
の
課
題
を
一
つ
で
も
解
決

で
き
ま
す
よ
う
に
一
丸
と
な
っ
て
難

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。K
M
S
│

F
U
N
D
で
は
研
究
者
や
学
生
が
継

続
し
て
世
界
的
な
研
究
成
果
を
発
信

で
き
る
よ
う
に
、
環
境
や
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

芝
蘭
会
、
校
友
会
な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

よ
り
一
層
の
御
支
援
を
心
よ
り
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
3
年
度
も
引
き
続
き
京
都

大
学
医
学
部
教
育
研
究
支
援
基
金 

（K
yoto U

niversity M
edical 

Student and Researcher Support-
Fund

：
Ｋ
Ｍ
Ｓ
│
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
委
員

会
の
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

K
M
S
│
F
U
N
D
は
、
平
成
19

年
に
「
学
生
の
学
習
や
研
修
活
動
な

ど
の
教
育
支
援
、
大
学
院
生
の
研
究

活
動
な
ど
の
研
究
支
援
」
を
主
な

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
基
金
創
設
に
よ
っ
て
、
学

生
の
御
両
親
、
御
家
族
や
同
窓
生
で

あ
る
芝
蘭
会
会
員
並
び
に
教
職
員
が
、

京
都
大
学
医
学
部
に
お
け
る
学
生
の

学
習
・
研
究
環
境
整
備
に
貢
献
で
き

る
枠
組
み
が
整
い
ま
し
た
。

事
業
と
し
て
は
、
医
学
部
学
生

会
館
の
建
設
（
平
成
22
年
竣
工
）
に

始
ま
り
ま
し
た
。
学
生
会
館
は
ク
ラ

ブ
活
動
の
部
室
や
24
時
間
利
用
可
能

な
自
習
室
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、

平
成
26
年
度
か
ら
は
清
掃
事
業
を
業

者
委
託
し
、
備
品
修
理
や
エ
ア
コ
ン

の
追
加
設
置
も
行
い
ま
し
た
。

学
生
の
教
育
や
研
究
活
動
支
援
と

し
て
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
開
始
し

た
医
学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞

（
K
M
Y
I
A
）
は
、
毎
年
3
名
の

大
学
院
生
、
学
生
に
医
学
研
究
科
長

か
ら
の
表
彰
状
と
賞
金
20
万
円
の
副

賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
よ
り
開
始
し
た
M
D
研
究
者
育

成
奨
学
金
は
、
特
色
入
試
に
合
格
し

た
学
生
が
M
D
研
究
者
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
進
み
、
6
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
在
籍
中
は
毎
年
48
万
円
の
助
成
を

受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
京

都
大
学
医
学
部
の
臨
床
実
習
（
ポ
リ

ク
リ
）
は
5
回
生
と
6
回
生
に
行
っ

て
お
り
、
関
連
病
院
の
臨
床
教
授
の

先
生
方
に
御
指
導
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
学
生
に
と
っ

て
は
第
一
線
の
市
中
病
院
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
が
、

京
都
大
学
の
関
連
病
院
は
、
東
は
静

岡
県
か
ら
西
は
福
岡
県
ま
で
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
お
り
交
通
費
や
宿
泊
費

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
臨
床
実
習
助

成
金
と
し
て
学
生
1
名
あ
た
り
5
万

円
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
と
も
な
い
、
令
和
2
年
5
月

か
ら
緊
急
学
生
支
援
寄
附
の
受
付
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
教
材
の
作
成
を
助
成
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治

療
に
従
事
す
る
大
学
院
生
の
休
業
補

償
の
枠
組
み
を
創
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
生
活
に
困
窮
す
る
学
生
に
対
し

て
、
食
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

始
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、K
M
S
│
F

 

U

 
N
 D 

は
、
学
生
の
生
活
や
勉
学
を
広
く

サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
整
備
と
京
都

大
学
な
ら
で
は
の
教
育
や
研
究
に
携

わ
る
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
両
輪
で

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
お
陰
様

で
、
現
在
ま
で
の
累
計
基
金
総
額
は

6
億
円
を
超
え
ま
し
た
（
寄
附
者
数

2
7
2
1
名
）。
皆
様
の
御
支
援
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
大
学
医
学
部
、
医
学
研
究
科

は
、
世
界
的
な
医
学
の
教
育
、
研
究
、

医
療
機
関
を
め
ざ
し
て
発
展
し
て
い

本
年
度
の
卒
業
式
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開
催

そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
例
年
よ
り
も
規
模
を
縮
小
す

る
こ
と
で
無
事
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
な
ど
、
卒
業
を
祝
い
語
ら
う

機
会
は
自
粛
を
迫
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
卒
業
を

祝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
芝
蘭
会

館
前
の
満
開
の
桜
の
も
と
で
、
私
た

ち
の
門
出
が
華
や
か
に
彩
ら
れ
た
こ

と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
6
年
間
は
私
の
人
生
の
中
で

も
、最
も
濃
密
で
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
6
年
前
、一

念
発
起
し
て
京
都
大
学
の
門
を
叩
い

た
私
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
出
会
い

が
、
学
び
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
期
待
に
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
お
り
ま

し
た
。
た
だ
自
分
の
興
味
の
赴
く
ま

ま
に
、
好
き
な
こ
と
を
学
ぶ
。
心
が

と
き
め
く
が
ま
ま
、
こ
れ
は
面
白
そ

う
だ
と
思
う
様
々
な
分
野
へ
と
首
を

突
っ
込
ん
で
は
や
っ
ぱ
り
違
っ
た
と

撤
退
し
、
再
び
探
求
す
る
。
そ
の
場

は
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
課
外
活
動
の
中
に
も
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
学

び
の
中
で
、
自
分
の
興
味
と
い
う
も

の
が
洗
練
さ
れ
て
ゆ
き
、
同
時
に
自

分
の
軸
の
よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ

て
ゆ
く
心
地
よ
い
感
覚
が
あ
り
ま
し

た
。
京
大
生
と
し
て
歩
ん
だ
道
の
り

は
卒
業
生
一
人
一
人
で
全
く
異
な
り

ま
す
が
、
各
々
が
納
得
の
い
く
刺
激

的
な
経
験
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環

境
で
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
紛
れ
も
な
く
両
親
の
お
か

げ
で
す
。
初
め
て
親
元
を
離
れ
て
6

年
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
的
な
支
援
を

し
て
い
た
だ
い
た
の
み
な
ら
ず
、
そ

ん
な
ふ
と
落
ち
込
ん
だ
時
に
心
の
支

え
と
な
っ
て
く
れ
た
両
親
へ
の
感
謝

の
思
い
は
、
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、こ
の
6
年
間
を
語
る
に

は
欠
か
せ
な
い
、貴
重
な
た
く
さ
ん

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。研
究
室

や
臨
床
実
習
、課
外
活
動
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
を
は
じ
め
、部
活

動
や
様
々
な
場
面
で
知
り
合
っ
た
諸

先
輩
方
や
後
輩
諸
君
、そ
し
て
何
よ

り
も
同
級
生
の
存
在
で
す
。周
囲
を

見
渡
せ
ば
誰
か
は
何
か
面
白
い
こ
と

を
計
画
し
実
行
し
て
い
る
、と
て
も
楽

し
く
、刺
激
的
な
環
境
で
し
た
。
目

的
意
識
を
は
っ
き
り
と
持
ち
、や
り

た
い
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
と
い

う
優
秀
さ
を
、何
度
も
行
動
を
も
っ

て
示
さ
れ
、そ
の
度
に
私
も
頑
張
ら

ね
ば
と
鼓
舞
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
京

都
大
学
で
培
っ
た
向
上
心
と
探
究
心

を
、
卒
業
し
て
か
ら
も
し
っ
か
り
と

保
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
学
生
生
活
最
後
の
今
年

度
は
、
感
染
症
の
歴
史
に
新
た
な
1

ペ
ー
ジ
を
刻
む
1
年
と
な
り
ま
し

た
。
C
O
V
I
D
│
19
拡
大
防
止
の

た
め
に
、
自
由
な
行
動
は
自
粛
を
要

求
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
学
生
生
活

は
肩
身
の
狭
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
外
を
視
野
に

入
れ
て
行
動
を
起
こ
し
た
い
、
日
本

の
津
々
浦
々
で
様
々
な
体
験
が
し
た

い
と
い
う
よ
う
な
、
6
年
間
の
集
大

成
と
し
て
の
行
動
を
計
画
し
て
い
た

学
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑

み
る
と
、
京
都
大
学
が
掲
げ
て
い
る

「
自
由
な
」
学
び
の
機
会
を
例
年
と

同
じ
様
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
世
界
は
こ
れ
ま
で
に
無
い
ほ
ど

激
変
し
、
そ
の
中
で
も
科
学
は
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
例
え

ば
今
回
注
目
を
集
め
た
m
R
N
A
医

薬
品
の
開
発
技
術
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
人
類
を
救
う
光
と
な
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
は
他
の
様
々
な
疾
患

に
対
す
る
治
療
へ
の
展
望
も
期
待
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、大
変
喜
ば

し
い
事
で
す
。ま
た
、世
界
中
の
医
療

現
場
や
、そ
こ
か
ら
溢
れ
て
し
ま
っ

た
た
く
さ
ん
の
人
々
は
、大
変
な
思

い
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。た
く

さ
ん
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
前
線
で
奮
闘
す
る
医
療
従
事
者

の
方
々
の
姿
に
は
大
変
勇
気
づ
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
来
年
か
ら
は
こ
の

最
前
線
で
働
く
の
だ
と
い
う
責
任
と

緊
張
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
さ
ら
に
、
医
療
と
は
社
会

に
組
み
込
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
い
う
当
然
の
事
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
政
治
や
経
済
を
含
め
た
医
療

の
流
れ
に
は
大
変
多
く
の
人
々
が
関

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く
事

が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
知
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
医
学
・
医
療
の
大
海

原
に
、
私
た
ち
は
い
よ
い
よ
飛
び
込

み
ま
す
。
そ
の
中
で
揉
ま
れ
な
が
ら
、

ど
う
活
躍
し
、
ど
う
生
き
て
ゆ
く
の

か
、
そ
こ
に
は
「
自
由
」
が
溢
れ
て

い
ま
す
。
か
け
て
い
た
だ
い
た
期
待

に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

に
ご
指
導
ご
鞭
撻
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
の
京
都
大
学
医
学
部
並

び
に
校
友
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
て
、
卒
業
生
代
表
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

K
M
S
─
F
U
N
D
委
員
長
（
2
0
2
1
年
）

耳
鼻
咽
頭
科
・
頭
頸
部
外
科
学 
教
授

大
森
孝
一

2020年12月 31日現在

寄附申込人数
合計 2669 名

1.1％
30 名

3.6％
98 名

45.7％
1221名

2.6％
69 名

36.0％
960 名

11.0％
291名

寄附申込金額
5億8045.4万円

0.3％
155.2 万円

2億 4822 万円

1.5％
894 万円

4.2％
2422.5 万円

2億 6817.6 万円

2934.1 万円

42.8％

46.2％

5.0％

第14回京都大学医学部校友会
総会・講演会のお知らせ

日時　令和 3年 9月 25日（土）午後
開催形態　オンライン「開催」

申し込み受け付けはおって連絡いたします。

若
手
研
究
者
の
躍
進
を
願
い

さ
ら
な
る
支
援
を
充
実

令
和
2
年
度 

卒
業
生
代
表
あ
い
さ
つ

医
学
界
の
大
海
原
で

み
ず
か
ら
の
道
を
拓
く

加
古
敦
也

令和3年教育研究支援基金
（KMS-FUND）委員会委員

委員長 大森 孝一 耳鼻咽頭科・頭頚部外科学 教授

斎藤 通紀 機能微細形態学 教授

竹内 理 医化学 教授

伊達 洋至 呼吸器外科学 教授

中本 裕士 画像診断学・核医学 教授

中山 健夫 健康情報学 教授

山田 重人 人間健康科学系専攻生体構造学 教授

山田 均 芝蘭会事務局長

河野 矢英成 医学研究科事務部長

医学部生

芝蘭会員・OB

人間健康科学科父母医学科父母

教職員 一般

2021（令和3）年7月28日206号 芝　　蘭　　会　　報

〒606-8501
京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学研究科事務部
総務企画課企画広報掛
TEL 075-753-4695
       075-753-4322
FAX 075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓｰ

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り



（　4　）

事
務
局
か
ら

　

平
成
17
年
4
月
か
ら
の
「
個
人
情

報
保
護
法
」
の
全
面
施
行
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
厳
し
い
制

約
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
会
員
の
連
絡
先
等
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
必
要
理
由
等
を
明
記
の

上
、
郵
便
ま
た
は 

F
A
X 

に
よ
り
事

務
局
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
致

し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

FAX 

0
7
5
─

7
5
2
─

4
0
1
5

原

稿

募

集

＊
＊
＊

芝
蘭
会
報
は
、会
員
の
皆
様
の
情

報
交
換
・
意
見
発
表
の
場
で
あ
り

ま
す
。支
部
活
動
、ク
ラ
ス
会
、会

員
の
著
書
の
紹
介（
自
薦
・
他
薦
）

及
び
医
学
・
医
療
等
に
関
す
る
ご

意
見
等
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。な
お
、

送
付
先
はFAX

（075-752-4015

）

ま
た
は
、E-m

ail

（info@
shirankai.

or.jp

）
で
お
願
い
致
し
ま
す
。ま
た
、

原
稿
の
採
用
及
び
掲
載
時
期
に
つ

い
て
は
、
編
集
委
員
会
で
決
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

芝
蘭
会
報 

編
集
委
員
会

芝
蘭
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

髙
折
晃
史 

委
員　

中
村
保
幸
、
吉
岡
秀
幸
、

清
川
岳
彦
、
園
部 

誠
、
松
村
由
美
、

甲
斐
亜
沙
子
、
諫
田
淳
也

芝
蘭
会
雑
誌
部

顧
問　

髙
折
晃
史

部
員 

（
６
回
生
）
谷
本
将
崇
、
小
野
譲
騎
、

西
垣
利
彦  

（
５
回
生
）
岡 

和
來
、
西
村
健
太
、

秋
宗
俊
久
、
原 

明
弘
、
森
田 

瑛
、

吉
村
太
貴
、
樺
井
良
太
郎
、濱
田
草
太

（
４
回
生
）
奥
野
芳
樹
、
青
木
ち
ひ
ろ
、

福
井
貞
孝

（
３
回
生
）
三
宅
大
河
、
小
林
空
暉
、

小
澤
向
陽
、
野
洲
春
菜

（
2
回
生
）
大
島 

輝

芝
蘭
会
事
務
局

事
務
局
長　

山
田 

均

総
務
課
長　

秋
山
和
美 

管
理
課
長　

森 

勝
二

制
作
協
力
　
京
都
通
信
社

デ
ザ
イ
ン　

納
富  

進

人
事
異
動

R3.3.31 武田  俊一 辞任 放射線遺伝学教授 

R3.3.31 笹沼  博之 辞任 放射線遺伝学准教授 ➡ 東京都医学総合研究所副参事研究員

R3.3.31 里村  一成 辞任 健康政策・国際保健学准教授 

R3.3.31 小川  修 辞任 泌尿器科学教授 ➡ 大津赤十字病院病院長

R3.3.31 松本  久子 辞任 呼吸器内科学准教授 
➡ 近畿大学医学部内科学呼吸器・アレルギー内科主任教授

R3.3.31 鈴木  栄治 辞任 乳腺外科学准教授 ➡ 神戸市立医療センター中央市民病院部長

R3.3.31 赤木  忠道 辞任 眼科学准教授 ➡ 新潟大学医歯学総合病院准教授

R3.3.31 柚木  知之 辞任 初期診療・救急医学講師 ➡ 救急部准教授

R3.3.31 上田  敬太 辞任 精神医学講師 ➡ 京都光華女子大学教授

R3.3.31 田原  康玄 辞任 附属ゲノム医学センター特定教授 
➡ 静岡社会健康医学大学院大学研究科長・教授

R3.3.31 陳 和夫 辞任 呼吸管理睡眠制御学特定教授 ➡ 日本大学医学部教授

R3.3.31 伊藤  宣 辞任 リウマチ性疾患先進医療学講座特定教授 ➡ 倉敷中央病院主任部長

R3.3.31 高石  繁生 辞任 メディカルイノベーションセンターDSK（Ⅱ期）特定准教授 

R3.3.31 大塚  篤司 辞任 外胚葉性疾患創薬医学講座特定准教授 ➡ 近畿大学医学部主任教授

R3.3.31 佐藤  泉美 辞任 薬剤疫学特定講師 ➡ 長崎大学教授

R3.3.31 中村  勝 辞任 附属ゲノム医学センター（疾患ゲノム疫学）特定講師 

R3.3.31 橋本  求 辞任 リウマチ性疾患先進医療学講座特定講師 
➡ 大阪市立大学大学院医学研究科教授

R3.3.31 伊藤  克彦 辞任 医療安全管理部准教授 ➡ 京都先端科学大学教育開発センター特任教授

R3.4.1 塚本  博丈 採用 熊本大学講師 ➡ がん免疫総合研究センター特定准教授

R3.4.1 村上  孝作 採用 免疫・膠原病内科助教 ➡ がん免疫総合研究センター特定准教授

R3.4.1 野澤  孝志 昇任 微生物感染症学助教 ➡ 同准教授

R3.4.1 山本  洋介 昇任 医療疫学准教授 ➡ 同教授

R3.4.1 田近  亜蘭 昇任 精神科神経科助教 ➡ 健康増進・行動学准教授

R3.4.1 波多野  悦朗 採用 兵庫医科大学消化器外科学講座肝胆膵外科主任教授 
➡ 肝胆膵・移植外科学教授

R3.4.1 中川  正宏 採用 メディカルイノベーションセンター（DSKプロジェクトⅡ）特定准教授
➡ 腫瘍生物学特定准教授

R3.4.1 佐藤  晋 採用 リハビリテーション科助教 ➡ 呼吸管理睡眠制御学特定准教授

R3.4.1 小金丸  聡子 採用 獨協医科大学医学部准教授 
➡ 脳機能総合研究センター神経機能回復・再生医学講座特定准教授

R3.4.1 中村  英二郎 採用 メディカルイノベーションセンター（DSKプロジェクトⅡ）特定准教授
➡ がん組織応答共同研究講座（産学共同）特定准教授

R3.4.1 粟屋  智就 採用 外胚葉性疾患創薬医学講座（共同研究）特定助教 
➡ がん組織応答共同研究講座（産学共同）特定講師

R3.4.1 浅田  秀基 昇任 分子細胞情報学特定講師 ➡ 同特定准教授

R3.4.1 矢田  真城 昇任 臨床統計学講座特定助教 ➡ 同特定講師

R3.4.1 永井  純正 採用 東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター講師
➡ 先端医療研究開発機構教授

R3.4.1 森  由希子 採用 医療情報企画部特定講師 ➡ 同講師

R3.4.1 柚木  知之 昇任 救急部講師 ➡ 同准教授

R3.4.1 加藤  貴雄 昇任 先端医療研究開発機構講師 ➡ 同准教授

R3.4.1 石守  崇好 昇任 放射線診断科講師 ➡ 同准教授

R3.4.1 志水  陽一 昇任 放射線部助教 ➡ 同講師

R3.4.1 坂中  克行 昇任 放射線治療科助教 ➡ 同講師

R3.4.1 片岡  正子 昇任 放射線部助教 ➡ 放射線診断科講師

R3.4.1 伏見  育崇 昇任 放射線診断科助教 ➡ 同講師

R3.4.30 渡部  龍 辞任 リウマチ性疾患先進医療学講座特定助教 
➡ 大阪市立大学医学部病院講師

R3.5.1 中島  沙恵子 採用 皮膚科学講師 ➡ 炎症性皮膚疾患創薬講座（産学共同）特定准教授

R3.5.1 大西  輝 採用 神戸大学医学部附属病院助教 
➡ リウマチ性疾患先進医療学講座特定講師

R3.5.1 南谷  泰仁 昇任 腫瘍生物学特定准教授 ➡ 同特定教授

R3.5.1 髙田  正泰 昇任 手術部助教 ➡ 同准教授

R3.5.1 毛受  暁史 昇任 呼吸器外科講師 ➡ 同准教授

R3.5.1 亀田  隆範 昇任 眼科助教 ➡ 同講師

R3.5.31 武内  章英 辞任 形態形成機構学准教授 ➡ 愛媛大学医学系研究科教授

R3.5.31 中村  英二郎 辞任 がん組織応答共同研究講座（産学共同）特定准教授
➡ 国立がん研究センター中央病院医長

R3.5.31 近藤  純平 辞任 クリニカルバイオリソース研究開発講座（産学共同）特定助教 
➡ 大阪大学大学院医学系研究科准教授

R3.5.31 近藤  英治 辞任 産科婦人科准教授 
➡ 熊本大学大学院生命科学研究部先端生命医療科学部門教授

R3.6.1 伊藤  功朗 昇任 呼吸器内科学講師 ➡ 同准教授

R3.6.1 河田  健二 昇任 消化管外科学講師 ➡ 同准教授

R3.6.1 池田  香織 昇任 糖尿病・内分泌・栄養内科助教 ➡ 先端医療研究開発機構講師

R3.6.15 矢田  真城 辞任 臨床統計学講座特定講師

R3.6.30 石守  崇好 辞任 画像診断学・核医学准教授 ➡ 北野病院放射線診断科部長

R3.7.1 中屋  百合恵 採用 メディカルイノベーションセンターTMK 特定准教授
➡ 同センターSK（Ⅱ期）特定准教授

R3.7.1 神戸  直智 採用 皮膚科特定准教授 ➡ 同准教授

　　謹んでご冥福をお祈りいたします 日付はご逝去日

会
員
訃
報

寺井 健 昭和 23 年専卒 令和 3 年 5 月 8 日

端野 博康 昭和 24 年卒 令和 3 年 2 月 15 日

荒川 三郎 昭和 25 年卒 令和 2 年 6 月 11 日

森田 昭 昭和 28 年卒 令和 2 年 5 月 31 日

小田 幹郎 昭和 28 年薬卒 令和 3 年 4 月 30 日

石河 重利 昭和 29 年卒 令和 3 年 6 月 26 日

水谷 昭 昭和 29 年卒 令和 3 年 3 月 28 日

内田 耕太郎 昭和 30 年卒 令和 3 年 6 月 6 日

高坂 敏三 昭和 30 年卒 令和 3 年 6 月 13 日

多村 憲 昭和 30 年薬卒 令和 3 年 2 月 7 日

味田 保彦 昭和 31 年卒 令和 3 年 6 月 14 日

日下 昌平 昭和 32 年卒 令和 3 年 6 月 13 日

鈴木 忠明 昭和 32 年卒 令和 3 年 4 月 20 日

杉山 一郎 昭和 32 年薬卒 令和 2 年 8 月 12 日

岡田 長保 昭和 33 年卒 令和 3 年 5 月 23 日

柴田 大法 昭和 33 年卒 令和 3 年 3 月 19 日

森 徹 昭和 33 年卒 令和 2 年 10 月 3 日

横山 達郎 昭和 33 年卒 令和 3 年 5 月 12 日

立石 昭三 昭和 34 年卒 令和 3 年 4 月 8 日

余 昌英 昭和 39 年卒 令和 3 年 3 月 24 日

松尾 高明 昭和 39 年院卒 令和 3 年 4 月 16 日

池原 進 昭和 42 年卒 令和 3 年 6 月 11 日

石橋 達雄 昭和 42 年卒 令和 3 年 4 月 9 日

小川 博暉 昭和 43 年卒 令和 3 年 6 月 8 日

田村 正昭 昭和 45 年卒 令和 3 年 3 月 13 日

佐々木 秀樹 昭和 46 年卒 令和 3 年 1 月 6 日

田中 友二 昭和 49 年卒

藤田 真弘 昭和 59 年卒 令和 2 年 11 月 9 日

村上 不二雄 教室会員　衛生学 令和 2 年 11 月 29 日

竹中 章 教室会員　産婦人科 令和 2 年 6 月 9 日

岡田 照子 教室会員　小児科 令和 2 年 9 月 30 日

田中 新一 教室会員　皮膚科 令和 2 年 10 月 12 日

白井 希明 教室会員　麻酔科 令和 2 年 12 月 7 日

令和3年度 
春の叙勲
❖瑞宝中綬章

松山 榮一  （昭 42 年卒）

元国立病院機構姫路医療センター院長

米倉 義晴  （昭 48 年卒）

元放射線医学総合研究所理事長

こ
の
た
び
、
岩
井
一
宏
医
学
研
究

科
教
授
が
第
1
1
1
回
（
令
和
3

年
）
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
学
士
院
賞

は
、
学
術
上
特
に
優
れ
た
研
究
業
績

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
日
本

の
学
術
賞
と
し
て
は
最
も
権
威
あ
る

賞
で
す
。

岩
井
一
宏
教
授
は
、
平
成
4
年
に

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
を
修

了
し
、
医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
大
学
医
学

部
附
属
免
疫
研
究
施
設
助
手
、
米
国

国
立
保
健
研
究
所
（
N
I
H
）
研
究

員
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

助
手
、
助
教
授
、
同
大
学
大
学
院
生

命
科
学
研
究
科
助
教
授
、
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
、
大

阪
大
学
大
学
院
生
命
機
能
研
究
科
・

大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
を
経
て
、

平
成
24
年
に
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
教
授
に
就
任
、
細
胞
機
能
制

御
学
分
野
を
担
当
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
日
本
学
士
院
賞
の
研
究
題

目
は
、「
直
鎖
状
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
の

発
見
と
そ
の
炎
症
応
答
制
御
に
関
す

る
研
究
」
で
す
。
岩
井
教
授
は
、
新

奇
な
直
鎖
状
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
と
特
異

的
な
生
成
酵
素
で
あ
る
L
U
B
A
C

（
ル
ー
バ
ッ
ク
）を
発
見
し
て
そ
の
機

能
、疾
患
へ
の
関
与
を
解
明
し
ま
し
た
。

ユ
ビ
キ
チ
ン
は
生
命
現
象
を
担
う

機
能
分
子
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
を
分

解
に
導
く
シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
岩
井
教
授
は

ま
ず
、
L
U
B
A
C
に
よ
っ
て
生
成

さ
れ
る
直
鎖
状
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
が
タ

ン
パ
ク
質
分
解
で
は
な
く
、
炎
症
応

答
制
御
を
は
じ
め
と
し
て
、
細
胞
生

存
な
ど
の
多
く
の
生
命
現
象
に
中
核

的
に
寄
与
す
る
こ
と
を
解
明
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
直
鎖
状
ユ
ビ
キ
チ
ン

鎖
の
生
成
減
弱
が
免
疫
不
全
を
伴
う

自
己
炎
症
性
症
候
群
、
そ
の
生
成
亢

進
が
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
の
原
因
と
な

る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
加

え
て
、
多
く
の
病
原
微
生
物
が
宿
主

に
感
染
す
る
際
に
は
L
U
B
A
C
を

抑
制
す
る
こ
と
な
ど
も
判
明
し
て
い

ま
す
。

岩
井
教
授
の
研
究
は
ユ
ビ
キ
チ
ン
、

免
疫
応
答
制
御
機
構
の
分
野
に
新
機

軸
を
提
供
し
た
の
み
な
ら
ず
、
感
染

症
、
悪
性
腫
瘍
、
免
疫
疾
患
の
治
療

な
ど
、
医
学
に
新
し
い
可
能
性
を
提

示
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
岩
井
教
授
の
卓
越
し
た
業

績
に
対
し
、
平
成
27
年
日
本
医
師
会

医
学
賞
、
同
29
年
持
田
記
念
学
術
賞
、

令
和
元
年
武
田
医
学
賞
、
同
2
年
上

原
賞
な
ど
、
多
数
の
賞
が
授
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

岩
井
一
宏 

医
学
研
究
科
教
授
が

日
本
学
士
院
賞
を
受
賞

2021（令和3）年7月28日206号 芝　　蘭　　会　　報


